
高品質生産を目指した水稲良食味品種「かりの舞」の刈取晩限

［要約］

水稲良食味品種「かりの舞」の刈取晩限は、最長稈穂の黄化籾割合が８５％であり、

出穂後の積算気温が１，０８０℃になる時期である。
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[背景･ねらい]

水稲良食味品種「かりの舞」については明確な刈取判断基準がない。従って現地では従

来の経験に基づいて刈取作業が行われており、このことが品質低下の要因の一つになって

いる。そこで刈取時期別の収量・品質を検討し高品質のための刈取時期を明らかする。

[成果の内容･特徴]

１．刈取時期別の検査等級は出穂後の積算気温が１，１３０℃以上になると低下する傾向

がみられ、このときの最長稈穂の黄化籾割合は８８％である（図１、２ 。）

２．薄茶米の発生は最長稈穂の黄化籾割合が８５％を超えると急激に増加し、このときの

出穂後の積算気温は１，０８０℃である（図３、２ 。）

３．収量は出穂後の積算気温が１，０１０～１，２３０℃の範囲で差がない（図４ 。）

[成果の活用面･留意点]

１．成果を水稲適作期生育予測システムに組み込みシステムの充実を図る。

２．県の栽培指針の基礎資料として活用される。
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図１　積算気温と検査等級

1

3

5

7

9

800 900 1000 1100 1200 1300 1400

積算気温(℃)

検
査

等
級

(
1
：

1
上

～
9
：

3
下

)

H 1 0 H11
H12 H13

図２　積算気温と黄化籾割合
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図３　黄化籾割合と薄茶米
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図４　積算気温と収量
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a)黄化籾割合は最長桿穂の値

a)黄化籾割合は最長桿穂の値


